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今日の目的

 ほとんど習ったことのない？！
「羊の一般的な疾病」について知る。

～症例を中心に～

 めん山羊で世界的なスタンダードになりつつある
「レフュージアによる駆虫方法」について知る。
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一般的疾病
～十勝牧場での症例を中心に～
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同じ反芻獣の牛と比較

• 複胃動物
• 偶蹄類
• キシラジンが良く効く

同じところ

• 季節繁殖動物
（短日繁殖動物）

• とにかく群れる
• 体調不良を隠す
• 保定が楽

• 毛がモコモコ（要毛刈り）
• 脂腺がある
• 精巣サイズが巨大
• 乳房は２つ
• 双子・三つ子は普通

• 銅中毒になりやすい
• 内部寄生虫が多い
• 眼瞼内反症が多い

• 単価安い
• 出荷時期が早い

違うところ

 牛の個体診療の知識活用可能
 群管理
 予防中心
 個体治療は低コストで
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めん羊にまつわる正常値

T
P
R

体温 38.3~39.5℃

血
液
生
化
学
的
検
査
基
準
値

Fib mg/dl 100-500

心拍 70~80／min BUN mg/dl 8-20

呼吸 15～35／min Cre mg/dl 1.2-1.9

血
液
学
的
検
査
基
準
値

RBC 106/μl 9-15 AST U/L 60-280

Hb g/dl 9-15 ALP U/L 68-387

Ht % 27-45 LDH U/L 238-440

MCV fL 28-40 GGT U/L 20-52

MCH pg 8-12 Ca mg/dl 11.5-12.8

MCHC g/dl 31-34 P mg/d 5.0-7.3

Plt 104/μl 20-71 Mg mg/d 2.2-2.8

WBC μl 4000-12000 TP g/dl 6-7.9

Sta % 0 Alb g/dl 2.4-3.0

Seg % 10-50 T-cho mg/dl 52-76

Lym % 40-75 Cu μg/dl 70-130

Mon % 6 Na mEq/L 139-152

Eos % 0-10 K mEq/L 3.9-5.4

Baso % 0-3 Cl mEq/L 95-103

Veterinary treatment of sheep and goats
Sheep and Goat MEDICINE
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めん羊の麻酔

キシラジン

0.001-
0.002mg/kg

IV 立位鎮静30-60分
休薬期間
肉：5-10日
乳：72-100時間

0.1-0.2mg/kg IV
横臥60分

0.2-0.3mg/kg IM

IMでは１０分待つ

（参考）牛のキシラジン使用目的別投与量 (IM)

投与レベル 使用目的 動物の状態 投与(mg/kg) (mL/100kg)

検査、小処置、 麻酔時の前処置等 0.05 0.25 立位

創口縫合、 抜糸等の小手術 0.1 0.5 立位

除角、去勢、 抜歯等の手術 0.2 1.0 臥位

激痛を伴う処置、長 時間の手術等 0.3 1.5 臥位
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日本におけるめん羊のライフサイクルと疾病

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０
月

１１
月

１２
月

放牧期

増飼い 毛刈
り・剪
蹄

フラッシ
ング

増飼

分娩期 乾乳 交配期

クリープフィーディン
グ 離乳・去勢 随時出荷

コクシジウム病（子羊）

周産期の線虫症 放牧期の線虫症

周産期疾病 ・乳房炎
（ケトーシス・膣脱・後産停滞）

腐蹄症・大脳皮質壊死症・外部寄生虫・腰麻痺

鼓脹症・尿石症・伝染性疾病
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１．周産期

短日繁殖動物
発情周期 17日
妊娠期間 21週間（約5ヵ月）
分娩予定日は通常前後3日程度しかズレることはない

産前
（妊娠後期）

分娩 産後

膣脱 胎子失位・過大・多胎 後産停滞

ケトーシス 死産 膣脱

早産 陣痛微弱 ケトーシス

線虫症 RingWomb 急性・甚急性乳房炎

低Ca血症 子宮頚管開大不全 線虫症

子宮脱 低Ca血症



Tokachi Station

膣脱
【処置】

・リテイナー装着

・陰部縫合

ヒト用ビューナー針

18G留置針

【原因】

栄養不良

過肥

運動不足
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ケトーシス

【症状】

元気消失・食欲不振

運動失調・ふらつき

多胎で多い

【処置】

ハイクインコール等

プロピレングリコールPO

産後：デキサメサゾン

強肝剤

グルコース点滴投与

早産

【処置】

・胎盤停滞の恐れ→オキシトシンの投与。

・虚弱児の可能性→新生子羊のケア

低Ca血症

【症状】起立不能、麻痺、対光反射減弱

【処置】Ca投与 約2g/100kg
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線虫症
【症状】

元気消失・食欲不振

貧血・ふらつき

下顎浮腫

【処置】

効果的な駆虫薬投与

セトラキサート塩酸塩

産前：NSAIDS

産後：デキサメサゾン



Tokachi Station Sheep Ailments
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胎子失位・過大
多胎
死産

子宮頚管触診 手首まで
でOK

助産

指４本入れば助産可能

牽引＋腹部加圧

帝王切開

・左膁部

・傍正中

RingWomb

帝王切開

Ring wombでは弾性に

乏しい硬いリング状の頚
管を触知

Techniques in Large Animal Surgery
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子宮脱
原因・処置は牛に準ずる

ただし、

羊をひっくり返し、頭を
下、陰部を上にして陥納
すれば簡単に整復できる。

Sheep Ailments
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後産停滞

原因・処置は牛に準ずる。

早めの処置が望ましい。

【参考】

胎盤にある臍血管にカ
テーテルを挿入し、注水
処置をした結果（馬で行
われるWater infusion

法）見事胎盤が欠損なく
脱落した事例あり。
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乳房炎
【原因】

大腸菌、SA等

【処置】

乳房内洗浄

乳房炎軟膏

抗生剤の全身投与

デキサメサゾン
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２．新生子羊

双子・三つ子は普通
厳冬期に出生
被毛は薄い
生後２時間分のエネルギー蓄積で出生
平均生時体重5～6kg（サフォーク）

新生子羊

新生子虚弱

低体温

突球

移行免疫不全（FPT)
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新生子虚弱
低体温
【原因】

難産

早産

多胎

哺乳不足

【処置】

保温

初乳給与

ブドウ糖投与
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虚弱子めん羊チャート

親
要
因

子
要
因

育児放棄

乳トラブル

低順位

突球

お
産
要
因

難産 低酸素
アシドーシ

ス

未熟

低体重多胎

早産

低
血
糖

生
後
数
時
間
か
ら
虚
弱

生
直
後
か
ら
虚
弱

環境要因 寒冷

低
体
温

哺
乳
不
足

哺
乳
欲
な
し

F
P
T
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【虚弱子低体温症治療指針】

体温 生後経過時間 優先順位１ 優先順位２ 優先順位3

37度
未満

2時間未満
乾かす（ドライ
ヤー不可）

防寒・保温（服・
ネックウォーマー）

時折検温して体温上
昇を確認

2時間～5時間未満 保温（暖かい室内や
保温箱）

ｼﾘﾝｼﾞorｽﾄﾏｯｸﾁｭｰﾌ初
乳給与（50ml/kg）

5時間
以上

頭持ち上
がる

ｽﾄﾏｯｸﾁｭｰﾌﾞ初乳給
与（50ml/kg）

乾かす 加温（42度温浴）

頭下がっ
たまま

20%ブドウ糖
25ml腹腔内投与

加温（42度温浴） ｽﾄﾏｯｸﾁｭｰﾌﾞ初乳給与
（50ml/kg）

37度
～38

度未
満

2時間未満

防寒

様子見。時折検温。

2時間～5時間未満
4時間間隔で初乳給与（50ml/kg）。哺乳
瓶で飲めるようになるまでｽﾄﾏｯｸﾁｭｰﾌﾞ。5時間以上

正常体温38.3～39.5

虚弱子羊の発見から吸乳欲発現までの対応

初乳は24時間以内に100～200ml/kg必要
50ml/kgを4時間間隔で給与（3回でOK）
腹部の張りから消化の具合を観察。張り具合によっては1回
量を減らして回数をあげる方が負担が少なくうまくいく。
40度程度で給与すること。
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突球
そこそこの頻度で遭遇

姿勢キープ不可能 → 哺乳不足

褥瘡

【処置】

スパイラルテープ

↓

添木

↓

ロバキシン
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３．子羊

母羊の乳首は２つ
急激な成長
放牧

子羊

下痢

肺炎

眼瞼内反

大脳皮質壊死症

骨折

腐蹄

伝染性嚢胞性皮膚炎
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下痢
コクシジウム病

線虫症

消化不良性

変敗飼料

腸内細菌叢の乱れ

大腸菌

ロタウイルス

サルモネラ

Clostridium perfringens



Tokachi Station ×100倍

×400倍

コクシジウム病
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肺炎
【原因】

・Mannhemia haemolytica

・P.multocida

・Parainfluenza type3

・Adenovirus

・RS virus

・Ovine herpes virus

・Mycoplasma ovipneumoniae

【処置】

牛に準ずる
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眼瞼内反
それなりの頻度で遭遇

発見が遅いと角膜に擦傷

【処置】

昔は皮膚切除して縫合

現在

接着剤

↓

ヒアルロン酸
又は

シリコン注入

角膜擦傷あれば

抗生剤眼軟膏

NSAIDS点眼
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大脳皮質
壊死症
【原因】

ルーメン発酵異常に起因
するビタミンB1欠乏

【症状】

神経症状

運動失調

特に脳性の症状

【処置】

デキサメサゾン

フルスルチアミン大量

OTC

往診時

治療
2時間後

翌日平常
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骨折
親に踏まれる

闘争

【処置】

・中手・中足骨の骨折はキャ
スト固定で良好に治癒

・成長速度が非常に速いので
１週間毎のまき直しが必要

ストッキネット

コ―バン

巻きはじめエバウルシート

関節部分にテンソプラスト

キャストライトNo.1
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伝染性嚢胞性
皮膚炎（届）（人獣）

パラポックス オルフウイルス

・38.3～39.5（めん羊正常体温）

・口唇・口腔・鼻鏡・乳頭・蹄
冠等に発赤、丘疹、びらん、潰
瘍、結節、痂疲形成

・集団発生（複数頭）

１ 次のいずれにも該当すること。
イ 摂氏39.0度以上の発熱があること。

ロ 泡沫性流涎、跛行、起立不能、泌乳量の大幅な低下又は泌乳の停止が
あること。
ハ 口腔内等（※１）に水疱等（※２）があること。

２ 同一の畜房内（１の畜房につき１の家畜を飼養している場合は、同一の
畜舎内）において、複数の家畜の口腔内等に水疱等があること。

※１ 口腔内等…口腔内、口唇、鼻腔内、鼻部、蹄部、乳頭又は乳房
※２ 水疱等…水疱、びらん、潰瘍又は瘢痕（外傷に起因するものを除く。）
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４．雄の病気

雄羊

尿石症

闘争による外傷

潜在精巣

雌より線虫症に弱い
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尿石症
【原因】

リン酸アンモニウムマグ
ネシウム血症

飼料中のCa/ P比不均衡

（高P,低Ca）

【症状】

頻尿、陰毛や包皮先端の
結石。腰部湾曲、疝痛症
状。

【処置】

ゼノストン3日間→ウロ
ストン3日間

外科的処置

Sheep and Goat MEDICINE
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潜在精巣 正常精巣

H28.6.28撮影

潜在精巣
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闘争による
外傷
雄同士も群で飼養

順位付け

毛刈り→見た目の変化

しばらく順位付け闘争

頭突き合い

額が割れる
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４．その他全般

全般

内部寄生虫症

腰麻痺

腐蹄症

銅中毒

食道梗塞

間性

エンテロトキセミア

仮性結核

監視伝染病
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腰麻痺
【原因】指状糸状虫 Setaria digitata

子虫の脳脊髄神経迷入

牛（固有宿主）→蚊（中間宿主）→羊（非固有宿主）

分布：東北以南

初夏～秋：蚊の活動に依存

潜伏期間：４０日

蚊の活動から1～1.5ヵ月後に発病

【症状】運動機能障害、後躯の麻痺

【予防・治療】カルバマジン製剤

イベルメクチン製剤
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腐蹄
【原因】
Fusobacterium necrophorum

乳頭糞線虫

剪定失宜

湿った放牧地

【症状】

跛行

趾間・蹄部、熱感、圧痛

腐敗臭

【処置】

壊死部・化膿部の除去

十分な洗浄

抗生剤軟膏（重度では全身投与）

２～３日間のバンテージ

跛行診断時、
毛刈り状況
に注意
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銅中毒

めん羊における銅の推奨量
飼料中の

モリブデン含量
（ppm）

推奨される鋼摂取量の範囲
（飼料乾物中、ppm）

育成期 妊娠期 泌乳期
1.0 8～10 9～11 7～8
3.0 17～21 19～23 14～17

【原因】

銅含有量の多い飼料の給与

（牛用飼料に注意）

【症状】

食欲不振、起立不能

可視粘膜黄疸

血色素尿

【診断】

血液検査

正常 10～130ppm

【治療】

・ペニシラミンP.O 300mg
1日2～4回

・モリブデン酸アンモン
（100ｇ）と無水硫酸ナトリ
ウム（1g）連日投与

・輸血
シープジャパン



Tokachi Station

食道梗塞
【原因】

食べ過ぎ・食べさせ
すぎ

食べやすいものは要
注意

【症状】

突然のむせ込みと呼
吸困難

鼻から流涎・食び

【処置】

早期発見でカテーテ
ル挿入
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間性
めん山羊において時折発
生する

雄性と雌性の両方の特徴
を持ち合わせせる。
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エンテロトキ
セミア

【原因】

Clostridium perfringens

【症状】

腹痛

黄色水様便～出血性腸炎

突然死
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仮性結核
【原因】
Corynebacterium 
pseudotuberculosis

毛刈り等による外傷や口腔
内より感染。

【症状】
特に認めない。

乾酪性膿瘍をリンパ節・
肺・肝臓などに形成。

【処置】

抗菌剤に感受性あるが、被
嚢しているため届きにくい。

ヨーネ病スクリーニング検
査で非特異反応示す。
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法定伝染病

・牛疫
・口蹄疫
・流行性脳炎
・狂犬病
・リフトバレー熱
・炭疽

海外悪性赤字

・出血性敗血症
・ブルセラ病
・ヨーネ病
・スクレーピー

・小反芻獣疫H23～
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届出伝染病

・ブルータング
・アカバネ病
・悪性カタル熱
・類鼻疽
・気腫疽
・野兎病

・伝染性膿疱性皮膚炎
・ナイロビ羊熱
・羊痘
・マエディ・ビスナ
・伝染性無乳病
・トキソプラズマ病
・疥癬
・流行性羊流産

海外悪性赤字
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線虫コントロール戦略
「refugia」
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過去40年、放牧しながら駆虫薬を使用
することで線虫コントロールは成功し
てきた。しかし、薬品に依存すること
で、薬品費は増加し、薬剤耐性線虫は
増加した。イギリスよりも他の大陸地
域ではより深刻であるが、近年イギリ
スでも急速に、多剤耐性を示す線虫種
が増加している群が見つかっている。

手遅れになる前に今行動しよう！
明らかに薬剤耐性で困る前に！

early action brings immediate benefits!! 

線虫コントロールの考え方の変換

寄生虫は症状を出さずに発育を
50％減少させることができる

持続可能な線虫コントロール戦略を練る！
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羊のパフォーマンスと牧場における
駆虫薬抵抗性線虫の割合との関係性

パフォーマンス低下
に加え、個体の損耗
にもつながる

SCOPS

抵抗性未検出
最高のパフォーマンス

抵抗性未検出
パフォーマンスの減少

抵抗性が明らか
貧弱なパフォーマンス

抵抗性線虫割合

子羊のDGは徐々に低下する

根本的に解決せず見え
ない損耗が続く

気づかないか、気づいても
「微量元素が不足しているの
では？」と他を疑う。
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レフュージアRefugia

方法論

・部分的な駆虫：群の80-90%を駆虫

→駆虫しない個体が多様性を保つ

・駆虫後の転牧を遅らせる

→駆虫後に再感染させて多様性を保つ

47

種の生き残る場所
薬剤感受性線虫を優占種とし駆虫薬の効果を維持
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羊と寄生虫

内部
寄生虫

原生生物界
（単細胞）

原虫病 コクシジウム病

動物界
（多細胞）

蠕虫病 線虫症 消化
管内

捻転胃虫、ネマトジルス、乳頭糞
線虫、オステルターグ胃虫 等

他 指状糸状虫

条虫症 拡張条虫、ベネデン条虫

吸虫症 肝蛭

外部
寄生虫

動物界

（節足動
物）

ダニ、シラミ、吸血昆虫（蚊、アブ、サシバエ）等

羊を飼う上で
寄生虫、特に線虫との付き合い方は非常に大事



Tokachi Station SUSTAINABLE WORM CONTROL 
STRATEGIES FOR SHEEP 4th Edition
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子羊における消化管寄生虫症

春 夏 秋 冬

出産

トリコストロンギルス

肝蛭
Acute Chronic

オステルターグ胃虫

50

乳頭糞線虫
ストロンギロイデス
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放牧地と羊における典型的な線虫感染パターン
（カナダ中央部）

51

カナダ中央部

Handbook for the Control of Internal Parasites 
of Sheep
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3
4

1

2

食べてくれ～

バーバーズポールと
言われる由縁となる構造

眼瞼粘膜貧血第四胃に寄生する捻転胃虫

草の上で待ち構える幼虫

一般線虫卵 ネマトジルス卵
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線虫の生活環と特徴

• 不適な環境下では休
止期に入れる。

• 冬の間も放牧地で生き
ていられる。

• 気温・湿度に依存して
数日-２週間で卵から
幼虫になる。

• 幼虫の８０％は地面か
ら５センチ以内の草に
住んでいる。

• 消毒薬がほぼ無効。
強酸のみやや感受性
あり。60度以上の熱に
は弱い。

53

宿主内では16-21日のサイクル

成体が産卵

糞中に
虫卵

至適条件
でハッチ

自由生活環の
ステージは
２－１２週間

Ｌ１幼虫 Ｌ２幼虫

Ｌ３幼虫
糞から出て
牧草に移る。
羊に食べら
れるのを待っ
ている。

羊の体内で2回
脱皮して約3週
間で成虫になる。

1匹 1日
5000-10.000個

AHDB Beef & Lamb
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線虫感染のハイリスク要因

1. １２ヶ月以内の子羊

2. 分娩前後の成雌

3. 不十分な栄養管理

54

4. 十分な放牧休止期
がとられていない
放牧地

5. 濡れたままの牧草

羊側の要因 放牧地側の要因
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Refugiaに基づく線虫コントロール戦略

A) 適正な放牧地管理

B) 適切な栄養管理・モニ
タリング

C) 適切な駆虫薬の使用

55

目指すは・・・

駆虫薬に依存しない線虫症のコントロール

• 草地を元気にする。

• 子羊・妊娠羊の栄養管理に重点をおく。

• 駆虫薬の使い方を見直す。
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Ａ）適正な放牧地管理

• 放牧休止期間

(1～3ヵ月間）の設定を
設けた草地ローテーション

• 草丈の維持

• 乾いた牧草

• 健康な土壌と有益微生物
の増加

• タンニン豊富な牧草

56

Ｖ
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１．駆虫ときれいな草地への転牧

57

感受性遺伝群 抵抗性遺伝群 感受性虫体 抵抗性虫体

駆虫と転牧、草地ローテーション
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２．駆虫と汚染草地への転牧

58

感受性遺伝群 抵抗性遺伝群 感受性虫体 抵抗性虫体

駆虫と転牧、草地ローテーション
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３．駆虫なしできれいな草地へ転牧

59

感受性遺伝群 抵抗性遺伝群 感受性虫体 抵抗性虫体

駆虫と転牧、草地ローテーション
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４．駆虫数日後にきれいな草地へ転牧

60

感受性遺伝群 抵抗性遺伝群 感受性虫体 抵抗性虫体

3～5日後

駆虫と転牧、草地ローテーション
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Ｂ）適切な栄養管理・モニタリング

• ステージ毎の要求
量を満たす給餌

• 代謝プロファイル

• ＤＧモニタリング

• ＢＣＳモニタリング

• 糞便スコア・後躯
の汚れ具合スコア
（Dag Score)

• 貧血スコア

（FAMACHA)

61

（虫に強い遺伝子を持つ交配も考慮できれば・・・）
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栄養状態と健康状態の確認
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◇症状
Bottle-jaw >10,000 epg
◇生産物ロス
500-2000 epg
Reduced weight gain  - 30% 
Reduced milk production –
30% Reduced growth 
Reduced wool growth – 10% 

Blood Loss/Day X Egg Count 

貧血

Worm egg 
count (epg) 

Est. Worm 
numbers 

Est. blood 
loss/day 

100 20 1ml

500 100 5ml

1000 200 10ml

2000 400 20ml

3000 600 30ml

5000 1000 50ml

Bottle jaw

Haemonchus contortus (barber's pole worm)
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FAMACHA Faffa Malan Chart 貧血スコア

Haemonchus contortus
(barber's pole worm)

捻転胃虫を対象とした貧血スコアによる
駆虫時期の決定方法

カテゴ
リー

カラー分類 ヘマトクリッ
ト範囲(%)

１ Red 28

２ Red-pink 23-27

３ Pink 18-22

４ Pink-white 13-17

５ White 12

famacha@uga.edu. 
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FAMACHA Faffa Malan Chart 貧血スコア

問題点
・カードが入手困難。

・プリントアウトしたものでは、色合いが違うので正しく判断できな
い。
・獣医師以外は一定の研修を受講しないと譲ってもらえない。
・最低でも2週間に1度は検査しなければ、意味がない。

（全頭を推奨しているが、大群で不可能な場合には、子めん羊数％を
実施）

利点
・面倒な虫卵検査を実施しなくても、駆虫のタイミングを判断できる。
（無駄な駆虫をせず、適期を判断）
・飼養管理者自ら判断できる。

現状では日本国内においてルーチンに使用できる状況ではない
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Ｃ）適切な駆虫薬の使用

• 有効な駆虫薬の選択

• 正確な投薬量・投薬方法

• 適切な投薬タイミング

• 駆虫薬効果判定

• 抵抗性獲得防御のため
の投薬記録

66
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駆虫薬：３つの広域スペクトルグループ

Group 1 (BZ)

Benzimidazoles

White drenches

Group 2 (LM)

Levamisoles

Yellow drenches

Group 3 (ML)

Macrocyclic-lactones

Clear drenches

Broad Spectrum Anthelmintics
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• フルベンダゾール

（フルモキサール散）

• レバミゾール

（リペルコール）

• パモ散ピランテル

（ソルビーシロップ）

• イベルメクチン

• ドラメクチン

• モキシデクチン
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有効な駆虫薬の選択

• 使用可能であれば、狭いスペ
クトルの駆虫薬を使用するべき。

• ‘的外れな’ 使用は避ける。

• 必要に応じて、ローテーション
させるが、年度内に変えるべき
ではない。

• FECRTs（Faecal Egg Count 
Reduction Tests）

投薬後の有効性判定の実施

68
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正確な投薬量・投薬方法

• 投薬量は1番重い個体
に合わせる。

• 絶食の実施(BZ )

• 確実に投薬する。

69

薬剤の投与不足は薬剤耐性を容易にする
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適切なタイミング
いつ、誰に投薬すべきか

1. 12ヵ月以内の子羊

2. 交配期の雌羊（条件つき）

3. 分娩前後の雌羊

4. 症状かつ虫卵検査陽性

71

LSSC Ltd
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駆虫薬抵抗性(AR)とは？

• 薬剤耐性

• 遺伝する

• 通常の量では効果なし

• ARは、5％以上の線虫が‘薬剤耐性’であれば、
その農場に存在するといえる。

• 全体の線虫数に対して50％以上になるまで、効
力のいかなる減弱にも気づかない。
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FEC モニタリング

• 採糞方法

– 羊を集め、一か所に静かに
おき、放牧地におちた糞便
を採取する。排分後１時間
以内のもの。

– 密閉して空気を抜いて置け
ば、４８時間は大丈夫。

– あまりに古いと卵から幼虫
がでてきてしまい、正しくカ
ウントできない。
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Faecal Egg Counts (FECs)糞便中虫卵数

• 虫卵検査は寄生率を知る有効
な手段

• 少なくとも１グループ10頭の
サンプリングが必要

• グループとは、同性、同年齢、
同繁殖ステージ、同放牧地な
どである。

当場では個体毎実施



Tokachi Station

虫卵検査セット

遠心機で遠心

顕微鏡で虫卵を観察
カバーグラスに虫卵
を浮かして集める

下痢しちゃっ
た・・
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FECSによる駆虫薬有効性判定試験

1. ドレンチテスト("Drench Tests")
2.糞便虫卵減少検査(FECRT)

他に
3. Larval Development Tests (LDTs) and Egg Hatch Assays (EHAs)
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有効性判定試験

• 1. ドレンチテスト("Drench Tests")

投薬後の糞便虫卵検査Post-dosing faecal egg counts

投薬後の羊10頭供試する。サンプル時期は駆虫薬によって違う。このテストは単に

駆虫薬が効果的かどうかをチェックするに過ぎない。また、必ずしも駆虫薬抵抗を示
すものではない。他の様々な要因が結果に影響する。このテストの有用性はもし投薬
群の10頭分の糞便サンプルが投薬日に収集・提出され、投薬前にはかなりの数の虫
卵数が存在したことが確認できれば、大まかな減少率がわかるため改善する。

7 days after 2-LV, 
10-14 after 1- BZ 
14-16 days after a 
3-ML. 

駆虫時
10頭

駆虫後
10頭

駆虫時―駆虫後
駆虫前

×100
（％）

減少率

https://www.bing.com/images/search?q=sheep+drench&view=detailv2&&id=5D50BDB6370D0C9EED8541E285C6F4F84080BD91&selectedIndex=61&ccid=7DUTA4iA&simid=608015646339564267&thid=OIP.Mec3513038880f95c4263913eb540ea05H0
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• 2.糞便虫卵減少検査(FECRT) Faecal Egg Count Reduction Tests 

ARは試験群が対照群と比較して95％未満の減少率の場合には疑われる。 シンプルな
FECRTでは、投薬前の虫卵検査は実施せず、結果は単に投薬群の平均の減少率を対
照群と比較することで判断する。

7 days after 2-LV, 
10-14 after 1- BZ 
14-16 days after a 3-ML. 対照群平均

対照群平均―試験群平均
×100（％）

有効性判定試験

10頭ずつ程度 • 95％落ちたかどうか。

• 60％より落ちてなかったら
抵抗性アリと判断。

注意事項

対照群は30日以内に薬を飲まなかった羊（またはMOXが前もって使用されていた場合にはより長く）、
かつ開始時に平均FECが200以上であること。

test

control

https://www.bing.com/images/search?q=sheep+drench&view=detailv2&&id=5D50BDB6370D0C9EED8541E285C6F4F84080BD91&selectedIndex=61&ccid=7DUTA4iA&simid=608015646339564267&thid=OIP.Mec3513038880f95c4263913eb540ea05H0
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抵抗性の増加速度に影響する要因は何か？

1. 農場における抵抗性線虫の割合– 高い割合で抵抗性線虫がいるほど加速
して増加し、レッドゾーンに向かう。早急な対応が効果的。

2. 駆虫薬の使用頻度– 駆虫薬を使用する毎に抵抗性線虫をセレクトしてい
る。感受性のある線虫は死に、抵抗性が生き残って繁殖することになる。

3. 駆虫毎の効果–投薬不足または抵抗性がある駆虫薬の使用は、抵抗性線
虫の増殖を促進する。

4. 駆虫時に羊の体内に存在する線虫の割合 –非常に重要。放牧地に比較し
て体内にいる線虫の割合が多い場合は抵抗性の選択圧が高く（例えば2番の
乾草やサイレージを給与している離乳後の子羊など）、低ければより低い。

5. 抵抗性遺伝子の希釈– 抵抗性線虫を減少させる最高の方法は、感受性遺
伝子個体と交配することで抵抗性遺伝子を希釈することである。
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ＳⅭＯＰＳが示す８つの提言

1. 獣医師やアドバイザーと線虫コントロールの戦略を練る。

2. 外部導入にあたっては、抵抗性を獲得した虫が侵入す
ることを防ぐために、効果的な検疫方法を実施する。

3. 薬剤抵抗性試験を実施する。

4. 駆虫薬は効果的に投与する。

5. 駆虫薬は必要最低限の使用にとどめる。

6. 目的に応じた的確な駆虫薬を選択する。

7. 薬剤感受性線虫を維持する戦略を練る。

8. 駆虫薬への依存を減らす努力をする。

79
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十勝牧場での取り組み事例
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使用薬品
駆虫別 薬品名 対象 有効成分 投与期間

製品としての投与
量

投薬方法 陰性確認 備考

コクシジウ
ム

バイコックス

子羊
（１シー
ズン2回く
らいま
で）

トルトラズリル 1日 0.3ｍｌ/kg 個体毎体重計算
投薬から4日

目以降
牛用

エクテシン液
全ステー

ジ
スルファモノメ

トキシン
3日間 0.1～0.2ｍｌ/kg

群内最大体重に
合わせ一律

投薬終了翌
日以降

牛・豚・鶏
用

エクテシン散
全ステー

ジ
スルファモノメ

トキシン
3日間 0.25～0.5ｇ/kg

群内最大体重に
合わせ一律

投薬終了翌
日以降

豚・鶏用

線虫

リペルコールＬ
全ステー

ジ
レバミゾール 1日間 0.075ｇ/kg

群内最大体重に
合わせ一律

投薬終了一
週間以降

牛・豚・鶏
用

フルモキサール散
50％

全ステー
ジ

フルベンダゾー
ル

3～5日
間

0.04ｇ/kg
群内最大体重に
合わせ一律

投薬終了二
週間以降

馬・牛・豚
用

ノロメクチン注
全ステー

ジ
イベルメクチン 1日 0.02ｍｌ/kg 個体毎体重計算

投薬終了二
週間以降

牛豚用

生菌剤

ビオスリーA
全ステー

ジ
腸への効果 適宜 適量

群内最大体重に
合わせ一律

マンダアニモ
全ステー

ジ
酵素 適宜 大さじ１

群内最大体重に
合わせ一律

ｅカーフ 子羊 ＩｇＹ 7日間 5ｇ
群内最大体重に
合わせ一律

ボバクチン
全ステー

ジ
一胃への効果 適宜 適量

群内最大体重に
合わせ一律
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

H22-H28
十勝牧場まとめ

イギリス

分娩前後の雌羊

放牧開始後
1～2ヵ月の
子羊

交配期の雌羊

汚染草地の子羊

全月齢
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9ヵ月齢までの子羊の発育（DG）平均
雄
（H26年0.19、H27年0.20、H28年0.25）
雌
（H26年0.16、H27年0.19、H28年0.21）

子羊増体とEPGの関係
♂ ♀

(EPG/g)

（月齢）
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-0.05
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2,000 
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4,000 

4,500 

5,000 

日付

ＤＧ虫卵数

コクシ 線虫 子♂DG平均 子♀DG平均

3/30

北クリープ
バイコックス

4/5

南クリープ
バイコックス

5/12

南クリープ
バイコックス

6/20-6/26

エクテシン

離
乳

放
牧
2

週
目

完
全
放
牧

10/13

リペルコール

H28年 子羊虫卵数と発育の関係
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年 延べ検査
頭数
（頭）

陽性頭数
（頭）

陽性率
（％）

群合計駆
虫回数
（回）

使用駆虫薬

子
羊

Ｈ26 251 163 65 6
レバミゾール
フルモキサール散
イベルメクチン

Ｈ27 130 63 48 7
レバミゾール
フルモキサール散

Ｈ28 141 12 8.5 1 レバミゾール

成
羊

Ｈ26 132 65 49 5
レバミゾール
フルモキサール散
イベルメクチン

Ｈ27 138 54 39 2
レバミゾール
フルモキサール散

Ｈ28 83 25 30 0 レバミゾール

駆虫回数と感染率が減少
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まとめ

• 羊は寄生虫と仲良し。上手に付き合う姿勢が大事。

• 農場毎の特徴を見極めた持続可能な線虫コントロール戦
略が必要。

• 線虫コントロールに重要なポイント

栄養の充足・草地管理・放牧管理。

• 駆虫は最小限に。駆虫薬は効果のあるものを使用する。

• 駆虫を実施する際には、駆虫薬感受性線虫の維持を心が
ける。

まず、1番大事なことは・・・ 栄養管理

Refusia

での駆虫

草地管
理・放牧

管理

意識
改革


